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表 助産師教育のコア内容におけるミニマム・リクワイアメンツ項目と例示 

 （2006 年度総括） 

５．女性のケア（項目数：３６） 

中項目 No 教育内容 例示 

＊ 45 
思春期特有の悩みや相談への対

応 

１． 乳房発達によるボディイメージの変化を受け入れられない思春期女性に対して、カウンセリング的対応がとれる。思春期女性の

身体発達、心理･社会的発達状況をアセスメントし、必要な支援を計画・実践・評価できる知識･技術を持ち、行動できる。 

＜留意点＞思春期の発達課題に伴う悩みや相談内容にはボディイメージの変化、二次性徴の時期、性的アイデンティティの確立、

将来への不安、自立への不安、異性への関心、性衝動のコントロール、親･学校･社会への反発、自己価値、若年妊娠、思春期貧

血、思春期やせ症、摂食障害、性同一性障害などがあげられる。 

＊ 46 

妊娠可能性のある思春期男女に健

康な周産期を迎えるための学習や

支援 

１． 高校での思春期教育（性の健康教育)において、性的自己決定力を習得する必要性を認識し、そのための具体的内容の企画・

立案ができる。 

２． 過度の運動や、偏った食習慣、ダイエットから鉄欠乏性貧血(思春期貧血)になった思春期女性に、その危険性、正しい食習慣

と適度の運動が大切であることを説明でき、実践可能な個別的支援を計画できる。 

  47 
年齢に応じた身体発育状態のアセ

スメントと支援 

  48 

二次性徴の発現に遅れがある時の

医学的介入の必要性のアセスメン

ト 

  49 
成長発達に関係する生活習慣のア

セスメントと支援 

A.思春期

女性の支

援 

  50 
思春期女性をとりまく家族や教師に

対する個別支援 

 

（ No. -＊はミニマム・リクワイアメンツ項目） 
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＊ 51 

適切な受胎調節法を選択できるた

めの支援 

 

１． パートナーの協力が得られない成熟女性で妊娠を希望していない場合、IUD、経口避妊薬の使用など確実な避妊法の知識を

提供し、自己選択が出来るよう支援できる。  

＜留意点＞ 

女性が主体的に実施できる避妊法としては経口避妊薬や IUD、女性用コンドーム、ペッサリー、殺精子剤の使用があるが、その利

点･欠点･副作用･禁忌についての知識を持ち、対象に応じて確実な避妊法を自己選択が出来るように支援することが重要である。

同時に性感染症予防にはコンドームの使用が重要であることへの価値付けを提案できる。 

＊ 52 
個別のニーズに応じた受胎調節法

の実地指導 

１． 避妊の失敗やレイプなどによる緊急避難的場合、緊急避妊の方法について説明ができ、緊急避妊法の利用可能な機関を紹介

できる。 

・ <留意点＞避妊の失敗に対しては、今後の確実な避妊法の実地指導が必要であるとともに、レイプの場合には特別なカウンセリン

グ的対応の必要性を認識できる。 

＊ 53 
受胎に関する健康相談と家族計画

への支援 

１． カップルの年齢や健康状態、ライフスタイル、価値観、知識の理解力をアセスメントし、対象の望んだ妊娠ができるような家族計

画立案の実際への支援ができる。 

＜留意点＞家族計画の意義と目的について理解し、個別的な家族計画の方法についての知識･技術・行動がとれる。 

＊ 54 選択した受胎調節法の評価 
１．IUD を選択し実施した成熟女性に対し、月経の変化(月経過多、月経痛)や IUDの糸の確認、骨盤内感染症の危険性の有無など

の指導が確実に行えたか、継続的な評価が出来る。 

＊ 55 
妊娠に関する利用機関の紹介と継

続的援助 

１． 生活自立能力のない思春期女性とそのパートナーに対し、妊娠の継続、出産育児、あるいは妊娠中断に関しての相談、意思決

定ができるような情報を提供できる機関を紹介するとともに、保護者や医療福祉機関、学校、地域社会と連携し継続的な支援

ができるように援助する。 

＜留意点＞ 

・妊娠の継続、中断に対して、自己の価値観とは区別して、対象の意思決定を尊重できる。 

・出産場所の選択に迷う夫婦に対し、病院、産院、助産院、自宅出産の利点･欠点が説明でき、対象に適した場所･方法が選択でき

るような知識を提供できる。 

  56 セクシュアリテイに関する集団指導 

B.女性とパ

ートナーに

対する支

援 

 

 

  57 
セクシュアリテイに関する個人の意

志決定への支援 
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  58 
多様な性意識を尊重し健全に発達

できるための支援 

  59 性暴力予防のための活動に参画 

  60 

生活自立能力のない男女に対する

妊娠継続・出産・育児に必要な情

報提供と支援 

 

  61 

生活自立能力のない男女に対する

妊娠中断に関する意志決定のため

の情報提供と支援 

 

＊ 62 

不妊治療をうけている対象の理解

と援助 

 

１． 不妊治療を受けているカップルが治療の経過中に生じる身体的、心理･社会的、経済的状況の変化を述べることが出来る。 

<留意点＞ 

・不妊相談における支援者は、不妊の心理的過程を理解するとともに、対象の状況に応じてカウンセリング的対応の支援が考えられ

る。    

・演習レベルにとどめ、助産師の卒後研修の内容として取り扱う 

  63 
夫婦の性的健康に向けた性生活

の調整への支援 

  64 不妊検査・治療の選択への支援 

  65 
治療に関する受容と自己決定への

支援 

C.  不妊

の悩みを

持つ女性

と家族に対

する支援 

  66 
不妊治療に伴う検査や治療の有効

性等に関する情報提供 

 

 

 

 

 

D. 中高年

女性に対

する支援 

＊ 67 

中高年の性に関する健康障害の予

防と日常生活上の支援 

 

１． 卵巣機能の低下と停止に伴う、エストロゲンの減少からくる身体的、心理･社会的変化の可能性のある中高年女性に対し、中高

年期に発生しやすい性に関する健康障害を予防するためのヘルスプロモーション活動や日常生活（栄養状態、食生活習慣の

改善、運動習慣など）への支援ができる。 

＜留意点＞セルフコントロールができない身体徴候あるいは生活動静障害については、適切な医療機関等の紹介ができる。 
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  68 
中高年女性の健康管理と QOLへ

の支援 

  69 加齢に伴う身体機能のアセスメント 

  70 精神心理面のアセスメント 

  71 性生活に関するアセスメントと支援 

  72 
この時期に発生しやすい徴候のア

セスメントと症状緩和のためのケア 

 

  73 
乳癌・子宮癌などの性器摘出術に

伴う性的健康状態のアセスメント 

 

＊ 74 
性感染症予防の啓発活動 

 

１． クラミジア感染を予防するために性行動の可能性のあるすべての女性が、検査の必要性、治療、予防について理解し、予防行

動がとれるように支援するために必要な知識、技術を持ち実践の方策が考えられる。 

＜留意点＞性感染症を予防するために必要なコンドーム(男性用、女性用)の確実な使用についての個別的な相談への対応ができ

る。 

  75 性感染症の罹患のアセスメント 

  76 検査結果に応じた相談と継続支援 

  77 
パートナーの理解と支援を得るた

めの援助 

E.女性の

性感染症

に関する

予防と支

援 

  78 
性感染症予防のための地域への

啓発活動の参画 

 

＊ 79 月経状態のアセスメントと支援 

１． 3 ヶ月以上無月経(続発性無月経)の思春期女性に対し、妊娠の可能性、基礎体温、体重減少、ストレス、ダイエットなど身体的、

心理社会的要因についてアセスメントし、医学的治療の必要性の有無を判断できる。 

＜留意点＞医学的治療が必要となる続発性無月経について述べることができる。 

F.月経障

害を持つ

女性に対

する支援 ＊ 80 
月経障害を緩和するための指導と

日常生活の支援 

１． 月経痛を訴える若年女性に対し、月経状態、身体的、心理社会的要因をアセスメントし、月経痛を緩和するための指導、日常

生活上の支援が実施できる。 

＜留意点＞若年女性の月経痛の多くは機能的なものであり、プロスタグランディンの産生過剰とその過剰反応によるところが大きい。
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 月経痛を緩和する方法として、鎮痛剤の適切な服用、保温、月経体操、月経を否定的に捉えないようにするなどの指導や運動、睡

眠･休養、食生活の改善などの日常生活への支援が重要であり、また月経記録をとることにより予期的な対応が効果的である。 

注記：診断と判断の使用法：正常な場合は“診断”、 異常の可能性がある場合は“判断”あるいは“判別”を使用 


